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市
民
の
皆
様
に
謹
ん
で
新
年
の
ご
挨
拶

を
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
日
頃
よ
り

市
議
会
活
動
に
対
し
ご
理
解
と
ご
協
力
を

い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
に
、
議
会
を
代
表

し
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
私
た
ち
は
、
市
民
福
祉
の
向
上
の
た
め
、

政
策
提
言
の
で
き
る
議
会
を
目
指
し
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
の
手
法
と
し
て
市
民
の

関
心
事
や
市
政
の
重
要
課
題
に
つ
い
て
自

由
に
意
見
交
換
し
な
が
ら
論
点
を
整
理
・

深
掘
り
す
る
「
議
員
間
討
議
」
を
取
り
入

れ
、
議
論
を
深
め
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
市
民
の
皆
様
と
の
意
見
交
換
の

場
で
あ
る
議
会
と
語
る
会
の
開
催
や
、
議

会
の
活
動
を
伝
え
る
市
議
会
だ
よ
り
の
発

行
を
行
う
こ
と
で
引
き
続
き
広
聴
広
報
の

充
実
に
取
り
組
み
、
今
年
も
市
民
に
開
か

れ
た
議
会
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
昨
年
は
、
林
野
火
災
や
地
震
・
津
波
と

災
害
の
多
い
年
で
し
た
が
、
今
年
は
、
皆

さ
ま
に
と
っ
て
穏
や
か
な
一
年
と
な
り
ま

す
よ
う
、
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　
12
月
定
例
会
で
は
、
市
内
外
で
大
き

な
問
題
と
な
っ
て
い
る
ク
マ
対
策
に
つ

い
て
、
産
業
建
設
・
総
務
・
教
育
民
生

常
任
委
員
会
の
３
委
員
会
で
連
合
審
査

を
行
い
ま
し
た
。

　
ク
マ
対
策
に
つ
い
て
は
３
人
の
議
員

が
一
般
質
問
で
取
り
上
げ
ま
し
た
が
、

近
頃
の
ク
マ
の
出
没
は
市
民
生
活
に
大

き
な
影
響
が
あ
る
こ
と
か
ら
緊
急
の
対

応
が
必
要
と
判
断
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

 

本
年
度
は
市
内
で
57
頭
目
撃

　
審
査
で
は
、
農
林
課
、
教
育
委
員
会

か
ら
現
在
の
対
応
に
つ
い
て
説
明
を
受

け
た
後
、
議
員
間
で
今
後
の
対
応
に
つ

年度／月

令和７年度

年
頭
の
ご
挨
拶

い
て
議
論
を
交
わ
し
ま
し
た
。

　
農
林
課
か
ら
は
市
内
で
の
ク
マ
の
出

没
が
11
月
末
ま
で
に
市
内
全
域
で
57
頭

で
あ
る
こ
と
（
３
ペ
ー
ジ
上
部
左
側
参

照
）、
対
策
と
し
て
猟
友
会
の
協
力
を

得
て
警
戒
に
当
た
っ
て
い
る
こ
と
や
、

緊
急
銃
猟（
３
ペ
ー
ジ
下
部
右
側
参
照
）

に
つ
い
て
竹
駒
町
に
出
没
し
た
と
の
想

定
で
実
地
訓
練
を
行
っ
た
こ
と
、ま
た
、

教
育
委
員
会
か
ら
は
学
校
や
通
学
時
の

こ
ど
も
の
安
全
対
策
な
ど
に
つ
い
て
説

明
を
受
け
、
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

　
緊
急
銃
猟
は
通
行
止
め
、
避
難
誘
導

な
ど
の
安
全
確
保
が
必
須
で
あ
る
た

め
、
実
施
ま
で
に
一
定
程
度
の
時
間
を

要
す
る
こ
と
、
県
が
示
す
推
定
の
生
息

頭
数
だ
け
で
は
ク
マ
の
適
正
な
管
理
は

難
し
い
こ
と
、
意
図
せ
ず
ク
マ
を
捕
獲

し
た
際
に
必
要
な
麻
酔
従
事
者
は
県
内

に
わ
ず
か
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な

り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
ク
マ
出
没
時
の
猟
友
会
の
見

回
り
へ
の
手
当
の
検
討
や
、
学
校
に
配

置
し
て
い
る
ク
マ
ス
プ
レ
ー
な
ど
の
対

策
の
充
実
の
必
要
性
な
ど
も
話
し
合
わ

れ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
結
果
と
し
て
、
捕
獲
に
よ
る
個
体
調

整
や
緩
衝
帯
に
よ
る
ク
マ
と
の
す
み
分

け
な
ど
、
人
の
生
活
圏
に
出
没
さ
せ
な

い
適
正
な
管
理
を
行
う
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
そ

の
前
提
と
し
て
県
に
よ
る
ク
マ
等
の
個
体
数
把
握

が
必
要
と
の
考
え
で
一
致
し
ま
し
た
。

　
こ
の
審
査
を
経
て
議
会
と
し
て
、
ク
マ
の
個
体

数
調
査
を
行
っ
た
上
で
個
体
数
管
理
や
被
害
防
除

対
策
を
行
う
こ
と
、
ク
マ
が
シ
カ
な
ど
の
わ
な
に

か
か
っ
た
時
の
対
応
の
再
検
討
な
ど
を
求
め
る
意

見
書
（
下
部
左
側
参
照
）
を
県
に
提
出
す
る
こ
と

と
し
ま
し
た
。

令和６年度
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合計

57

27

37

陸
前
高
田
市
議
会
議
長

　

及　

川　

修　

一

クマ対応について農林課、教育委員会から説明を受ける

陸前高田市

ツキノワグマ

目撃情報マップ

令和７年度 謹賀新年

※11月末時点

りくぜんたかた市議会だより　No.135 2りくぜんたかた市議会だより　No.1353

 クマ対応で クマ対応で
３３常任委員会の連合審査開く常任委員会の連合審査開く

全会一致で意見書を提出

　近年、市街地へのクマ等の出没
や人的被害が深刻化しており、早
急な対応が求められることから、
従来の法律では難しかった市街地
での迅速な対応を可能にし、人身
被害を未然に防ぐことを目的に、
クマやイノシシが住宅地など人の
日常生活圏に侵入し、人命に危険
が迫る緊急事態に、市町村長の判
断で銃器を使って捕獲する（銃猟
する）新しい制度です。
　「緊急性」「他手段での困難さ」

「住民の安全確保」など 4 つの厳
しい条件を満たした場合にのみ、
最終手段として実施されます。
　陸前高田市では、11 月に竹駒町
滝の里町内会館周辺にて緊急銃猟
の実地訓練を行いました。

緊急銃猟とは
　県内では連日のツキノワグマ出没や死亡に至る痛ましい人身被害も多発し

ている。本市において人身被害は発生していないが、保育施設や学校の近辺

でツキノワグマが出現していることから、早急な対応が求められる。

　こうした中、岩手県が主体となる指定管理鳥獣捕獲等事業や市独自の支援

策により、有害鳥獣の捕獲体制の強化や防除対策等を実施しているが、本年

11 月期の本市でのツキノワグマの出現は前年比約９倍となっており、更なる

取組の強化が求められている。

　現在、緊急銃猟制度が開始されているものの、本制度は飽くまでツキノワ

グマ等対策における応急的な手段に過ぎず、余りにも増加し過ぎたツキノワ

グマによる人身被害の防止を最優先に考え、ツキノワグマ等の個体数管理や

被害防除対策を直ちに講じる必要がある。

　また、岩手県の第５次ツキノワグマ管理計画ではツキノワグマの錯誤捕獲

に備え放獣体制の整備を進めることとなっているが、必要な麻酔従事者は県

内で不足しており、実際の放獣対応時には従事者の安全を十分に確保できな

い場合も想定されることから、錯誤捕獲時の放獣対応に対する再検討が必要

と思料される。

　よって、ツキノワグマ等の被害防除対策の強化が図られるよう、下記の事

項について強く求める。

　　　　　　　　　　　　　　　　　記

　１　ツキノワグマ等の個体数調査を早期に実施し、科学的な知見に基づい

　　　た個体数管理や被害防除対策を講じること。

　２　ツキノワグマ錯誤捕獲時の放獣対応の際に従事者の安全を十分に確保

　　　できない場合も想定されることから、制度の見直しなど必要な改善を

　　　進めること。

　　　以上、地方自治法第 99 条の規定により意見書を提出する。

　　　　　　　　　　　　　　　令和７年 12 月 12 日

　　　　　　　　　　　　　　　岩手県陸前高田市議会議長　及 川 修 一　

ツキノワグマ等の被害防除対策を求める意見書

クマ目撃情報等の件数の推移 ※令和７年度は 11 月末時点

？



ふるさと納税寄付金

補正額項　目

２億円 寄付額の増

補正の理由

【採決状況一覧】 ※「〇」は賛成、「×」は反対、「議」は議長のため採否に参加せず。

発議第８号

議案第１～ 21 号

佐
々
木
良
麻

〇　〇　〇　〇　〇　欠　〇　〇　〇　〇　〇　〇　〇　〇　〇　議

〇　〇　〇　〇　〇　欠　〇　〇　〇　〇　〇　〇　〇　〇　〇　議

菅
野
秀
一
郎

小
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卓

木
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聡

大
和
田
加
代
子

中
野
　
貴
徳

伊
勢

　
　
純

佐
々
木
一
義

大
坂

　
　
俊

菅
野

　
広
紀

大
坪

　
涼
子

福
田

　
利
喜

藤
倉

　
泰
治

伊
藤

　
明
彦

鵜
浦

　
昌
也

及
川

　
修
一

( 条例８件、補正予算９件、請願１件、発議１件、その他４件 )

議案１	岩手沿岸南部広域環境組合規約の一部変更の協

　　　 議について

　　　 　岩手沿岸南部クリーンセンターの設備改良事
　　　 　業を行うため、組合を構成する市町の負担割
　　　 　合を規約に追加するもの。
議案２	損害賠償の額を定めることについて

議案３	陸前高田市体育交流施設の指定管理者の指定に

　　　 ついて

議案４	陸前高田市民文化会館の指定管理者の指定につ

　　　 いて

議案５	陸前高田市コミュニティセンター条例の一部を

　　　 改正する条例

　　　 　横田コミセンの改修に伴い、その使用料を改
　　　 　正しようとするもの。
議案６	陸前高田市社会福祉施設等の人員、設備、運営

　　　 等の基準等に関する条例の一部を改正する条例

　　　 　こども誰でも通園制度の開始に伴う改正。
議案７	陸前高田市医師養成奨学資金貸付条例の一部を

　　　 改正する条例

　　　 　奨学資金返還に係る利息と延滞利息の廃止等
　　　 　に伴う改正。
議案８	陸前高田市市営住宅条例の一部を改正する条例

議案９	陸前高田市消防団員の定員、任免、給与、服務

　　　 等に関する条例の一部を改正する条例

　　　 　機能別消防団員制度の導入に伴う改正。

議案 10 陸前高田市火災予防条例の一部を改正する条例

議案 11 陸前高田市下水道条例の一部を改正する条例

議案 12 令和７年度陸前高田市一般会計補正予算（第４号）

議案 13 令和７年度陸前高田市国民健康保険特別会計補

　　　  正予算（第２号）

議案 14 令和７年度陸前高田市介護保険特別会計補正予

　　　  算（第３号）

議案 15 令和７年度陸前高田市下水道事業会計補正予算

　　　  （第１号）

議案 16 給与等の見直しに伴う関係条例の整理に関する

　　　  条例

議案 17 令和７年度陸前高田市一般会計補正予算（第５号）

議案 18 令和７年度陸前高田市国民健康保険特別会計補

　　　  正予算（第３号）

議案 19 令和７年度陸前高田市介護保険特別会計補正予

　　　  算（第４号）

議案 20 令和７年度陸前高田市水道事業会計補正予算

　　　  （第２号）

議案 21 令和７年度陸前高田市下水道事業会計補正予算

　　　  （第２号）

請願 ５	「陸前高田市景観条例」の見直しについて

発議 ８ ツキノワグマ等の被害防除対策を求める意見書

　　　  の提出について

請願第５号 ×　×　〇　×　×　欠　×　×　〇　〇　×　×　×　×　×　議

令和７年第４回定例会提出議案

議案に対する議員の賛否

　令和７年第４回定例会は、11月28 日から12月12 日
までの会期で行いました。ふるさと納税寄付金２億円
増を含む令和７年度一般会計（９億 7917 万円を追加
し、総額 186 億 9687 万円）など補正予算案９件、条
例案８件、その他４件を、いずれも全会一致で可決・
承認しました
　今定例会では、深刻化するクマ出没への対応につい
て議論するため、「クマ出没から市民の命と暮らしを
守ることについて」をテーマに３常任委員会による連
合審査会を開きました。その結果、「ツキノワグマ等
の被害防除対策を求める意見書」を取りまとめ、県へ
の提出を全会一致で可決しました。（３ページ参照）
　一般質問には 11 人の議員が登壇し、クマ対策をは
じめ、脱炭素先行地域計画や市長公約など、市政全般
にわたり議論を交わしました。
　今回新たに陸前高田市体育交流施設を民間に委託す
る指定管理者の指定が提案され、可決しました。
　また、地域防災力強化のため、機能別消防団員制度
を導入する条例改正などが議論され、可決しました。

　請願第５号「『陸前高田市景観条例』の見直しについて」は、産業建設常任委員会に付託され、

審査を経て 12 月 12 日の本会議に諮りました（14 ページ参照）。

　採決の結果、賛成少数で不採択としました。

請願審査

「陸前高田市景観条例」の

見直しについて

同条例による規制のため、ソーラーシェアリング事業の進展に支障が出る

と考えられるので全面的な見直しの検討を求めます。

請　願　の　趣　旨 結果

不
採
択

請　　願

物価高騰対策障がい
福祉サービス事業所
支援事業費

補正額項　目

265 万円
障がい福祉施設への支
援金

物価高騰対策介護
サービス事業所支
援事業費

515 万円 介護施設への支援金

公共土木施設単独災
害復旧事業費

3850 万円
９月４〜５日の大雨災害
に係る災害復旧工事費

道路橋梁単独災害復
旧事業費

7150 万円
９月４〜５日の大雨災害
に係る災害復旧工事費

補正の理由

【一般会計の主な補正予算項目】

歳入（収入） （万円未満切り捨て）

陸前高田市体育交流施設（夢アリーナたかた、高田松原運動公園等）→ＮＰＯ法人陸前高田市スポーツ協会

陸前高田市民文化会館（奇跡の一本松ホール）→（株）共立ソリューションズ

指定管理者を可決

歳出（支出）

将来のまちづく

りに必要な問題

提起として賛成。

小　林　　卓討論＝賛成

当局が条例の見

直しを言明して

いるため、請願

内容と整合して

いる。

大　坂　　俊討論＝賛成

主張の前提とな

る事実関係に誤

りがあり、不採

択とすべき。

佐々木 良 麻討論＝反対

令和７年度

一般会計補正予算案（第４号、第５号）

１８６１８６億億９６８７９６８７万円万円

９９億億７９１７７９１７万円を追加し万円を追加し総額総額

第４回定例会　

りくぜんたかた市議会だより　No.135 4りくぜんたかた市議会だより　No.1355



　
　
　

本
市
で
と
れ
る
ア
ワ
ビ
の
漁

　
　
　

獲
量
や
価
格
の
現
状
は
。

　
　
　
令
和
６
年
度
の
漁
獲
量
は
、

　
　
　
平
成
21
年
度
の
10
分
の
１
程

度
ま
で
減
少
。
令
和
７
年
度
入
札
平

均
価
格
は
、
大
震
災
後
の
最
高
額
に

比
べ
約
２
分
の
１
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
　

漁
業
者
の
負
担
軽
減
の
た

　
　
　

め
、
各
漁
港
の
船
舶
巻
き
上

げ
機
利
用
へ
の
直
接
支
援
は
。

　
　
　
漁
業
者
の
減
少
に
よ
る
負
担

　
　
　
感
を
考
慮
し
つ
つ
、
前
向
き

に
検
討
す
る
。

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
は

　
　
　

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
導
入
促

　
　
　

進
事
業
の
活
用
状
況
と
令
和

８
年
度
の
事
業
継
続
は
。

　
　
　
令
和
７
年
度
は
住
宅
用
太
陽

　
　
　
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置
補
助

が
20
件
、
薪
ス
ト
ー
ブ
な
ど
の
導
入

補
助
が
８
件
だ
っ
た
。
令
和
８
年
度

も
本
事
業
を
継
続
す
る
。

　
　
　

令
和
８
年
度
の
補
助
額
の
考

　
　
　

え
は
。

　
　
　
現
状
維
持
と
考
え
て
い
る
。

市
営
住
宅
の
家
賃
は

　
　
　

市
営
住
宅
入
居
者
で
、
収
入

　
　
　

申
告
の
未
提
出
者
は
近
傍
同

種
家
賃
と
同
等
の
月
額
12
万
円
以
上

の
請
求
と
な
る
が
、
状
況
は
。 

　
　
　
収
入
の
申
告
が
な
い
場
合
、

　
　
　
近
傍
同
種
家
賃
を
請
求
し
て

い
る
。
令
和
７
年
度
は
未
提
出
者
３

人
か
ら
申
告
が
あ
り
、
通
常
の
家
賃

に
修
正
し
た
。

漁
業
者
の
負
担
軽
減
策
は

　

従
事
者
減
少
に
伴
い
支
援
検
討

こちらから視聴できます

脱
炭
素
の
取
り
組
み
は

　
　
　

脱
炭
素
先
行
地
域
計
画
に
基

　
　
　

づ
く
事
業
の
進
ち
ょ
く
は
。

　
　
　
個
別
事
業
ご
と
に
課
題
が
見

　
　
　
え
、
変
更
を
生
じ
て
い
る
事

業
も
あ
る
。
国
な
ど
と
の
協
議
を
随

時
行
っ
て
い
る
。

　
　
　

事
業
実
施
に
向
け
た
今
後
の

　
　
　

取
り
組
み
は
。

　
　
　
引
き
続
き
、
市
民
や
各
種
団

　
　
　
体
と
連
携
し
、
環
境
配
慮
へ

の
理
解
を
深
め
る
機
会
を
設
け
な
が

ら
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が
自
分
事
と

し
て
捉
え
、
行
動
に
移
せ
る
よ
う
進

め
て
い
く
。

　
　
　

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
燃
料
の
活

　
　
　

用
促
進
に
つ
な
が
る
薪
ボ
イ

ラ
ー
を
導
入
す
る
新
ホ
テ
ル
の
建
設

状
況
は
ど
う
か
。

　
　
　
建
築
資
材
の
高
騰
も
影
響
し
、

　
　
　
当
初
の
予
定
か
ら
半
年
遅
れ

の
令
和
９
年
２
月
ご
ろ
の
開
業
に
な

る
見
通
し
と
聞
い
て
い
る
。

ク
マ
対
策
は

　
　
　

緊
急
銃
猟
実
施
に
向
け
た
判

　
　
　

断
は
。

　
　
　
市
長
の
判
断
に
よ
り
、
捕
獲

　
　
　
従
事
者
に
銃
猟
を
委
託
し
て

捕
獲
す
る
。
ク
マ
な
ど
が
人
の
日
常

生
活
圏
に
侵
入
し
た
際
な
ど
、
市
民

の
安
全
確
保
を
最
優
先
に
し
な
が
ら

適
正
に
対
応
し
て
い
く
。

　
　
　

猟
友
会
の
担
い
手
確
保
策
は
。

　
　
　
市
広
報
で
特
集
し
た
ほ
か
、

　
　
　
県
と
も
連
携
し
な
が
ら
活

動
の
重
要
性
を
発
信
し
、
報
酬
も
含

め
、
加
入
し
や
す
い
環
境
整
備
を
進

め
る
。

新
ホ
テ
ル
の
開
業
は

　

資
材
高
騰
で
半
年
遅
れ
る

こちらから視聴できます

伊 

藤
　
明 

彦

市
長
の
選
挙
公
約

ク
マ
等
の
出
没
対
策

被
災
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
再
興
事
業

伊 

勢 

　
　
純

 

（
日
本
共
産
党
）

佐
々
木
市
政
３
年
目
の
到
達

物
価
高
騰
対
策

脱
炭
素
の
ま
ち
づ
く
り

ア
ワ
ビ
採
捕
漁
業
の
振
興
策

市
営
住
宅
の
家
賃

菅 
野 
秀
一
郎

 

（
創
生
会
）

本
市
の
脱
炭
素
先
行
地
域
に
お
け
る
取
り
組
み

鳥
獣
被
害
対
策

大 

坪
　
涼 
子

 

（
日
本
共
産
党
）

広
田
湾
の
養
殖
カ
キ
へ
い
死
及
び
貝
毒
被
害
対
策
と

漁
業
者
支
援

保
育
料
完
全
無
償
化
と
子
育
て
支
援

大 

坂
　
　 

俊

東
日
本
大
震
災
復
興
事
業
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
た

負
の
遺
産

市
長
が
選
挙
戦
で
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
掲
げ
た
「
復

興
の
先
」

大
和
田
加
代
子

障
が
い
者
等
の
生
活
の
質
向
上

鎮
魂
の
庭
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

佐
々
木

　
一
義

観
光
と
防
災
ま
ち
づ
く
り

進
む
高
齢
化
社
会
の
問
題

弱
体
化
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

佐
々
木 

良 

麻

 

（
と
う
ほ
く
未
来
創
生

）

脱
炭
素
先
行
地
域
推
進
計
画

ク
マ
対
策

　
　
　

市
長
選
で
公
約
に
掲
げ
た
大

　
　
　

学
誘
致
に
関
し
、
市
内
に

キ
ャ
ン
パ
ス
を
整
備
す
る
考
え
は
。

　
　
　
当
初
か
ら
大
学
の
校
舎
を
新

　
　
　
た
に
建
て
る
と
い
う
考
え
は

な
か
っ
た
。
本
市
を
新
た
な
拠
点
と

し
て
活
動
す
る
大
学
と
協
議
を
行
っ

て
い
る
。
情
報
管
理
も
行
い
な
が
ら

慎
重
に
進
め
た
い
。

ク
マ
出
没
の
対
策
は

　
　
　

緊
急
銃
猟
の
実
施
体
制
は
ど

　
　
　

う
か
。

　
　
　
銃
猟
を
行
う
捕
獲
従
事
者
に

　
　
　
は
事
前
に
承
諾
を
得
て
お

り
、
出
動
要
請
が
可
能
な
体
制
を
整

え
て
い
る
。
猟
友
会
、
警
察
、
消
防
、

県
と
合
同
で
実
地
訓
練
も
行
い
、
安

全
か
つ
円
滑
な
実
施
に
向
け
取
り
組

ん
で
い
る
。

被
災
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
は

　
　
　

震
災
で
被
災
し
た
文
化
財
等

　
　
　

を
収
蔵
し
て
い
る
旧
生
出
小

学
校
の
今
後
の
利
活
用
は
。

　
　
　
引
き
続
き
被
災
資
料
の
安
定

　
　
　
化
処
理
作
業
や
保
管
を
行

う
。
ま
た
、
大
学
等
の
教
育
機
関
と

の
連
携
に
よ
り
、
処
理
技
術
を
伝
え

る
場
と
し
て
活
用
し
て
い
く
。

　
　
　

修
復
し
た
美
術
品
の
展
示
保

　
　
　

全
施
設
整
備
は
進
ん
で
い
る

の
か
。

　
　
　
美
術
品
展
示
保
全
施
設
検
討

　
　
　
委
員
会
を
設
置
し
、
候
補
施

設
と
し
て
「
杉
の
家
は
こ
ね
」
を
選

選
挙
公
約
の
大
学
誘
致
は

　

当
初
か
ら
校
舎
の
建
設
な
し

伊
い

 藤
とう

 明
あき

 彦
ひこ

木 

村 
 
 

　
聡

 

（
と
う
ほ
く
未
来
創
生

）

地
域
活
性
の
た
め
の
交
通
の
在
り
方

女
性
活
躍
と
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ

転
出
者
・
出
身
者
の
関
係
人
口
創
出

藤 

倉
　
泰 

治

 

（
日
本
共
産
党
）

現
在
の
市
政
課
題
と
市
長
の
政
治
姿
勢

公
営
住
宅
団
地
に
お
け
る
被
災
者
及
び
地
域
活
動
支
援

大
震
災
津
波
伝
承
及
び
避
難
場
所
と
し
て
の
本
丸
公

園
の
整
備

菅 

野
　
広 

紀

令
和
８
年
度
予
算
編
成
方
針

農
業
振
興
と
鳥
獣
害
対
策

上
水
道
未
給
水
地
区
の
渇
水
対
策
と
将
来
見
通
し

定
し
た
。
し

か
し
、
施
設

の
老
朽
化
に

対
す
る
改
修

費
用
が
高
額

と
な
る
こ
と

か
ら
、
改
め

て
施
設
や
整

備
内
容
を
検

討
す
る
。

文化財レスキューにより修復された絵画

小型の漁船を陸にあげる巻き上げ機

工事を再開した新ホテルは、

令和９年２月頃開業予定　

伊
い

 勢
せ

 　 純
じゅん

（日本共産党）

菅
かん

 野
の

 秀
しゅう

一
いち

郎
ろう

（創生会）

問答

問答

こちらから視聴できます

問答

我が市政
を

　問う！
問

問答

問答

一般質問一般質問

答問答

問

問

りくぜんたかた市議会だより　No.135 6りくぜんたかた市議会だより　No.1357

問答答

問答問

答

答

問

問答 答



　
　
　

人
工
肛
門
、
人
工
膀
胱
を
造

　
　
　

設
し
た
オ
ス
ト
メ
イ
ト
の
排

泄
物
を
溜
め
る
ス
ト
ー
マ
装
具
を
災

害
時
等
に
備
え
て
行
政
が
預
か
る

「
災
害
預
託
」
は
ど
う
か
。

　
　
　
市
役
所
で
預
か
る
形
と
な
る

　
　
　
が
、
来
年
度
か
ら
の
開
始
を

目
指
す
。

　
　
　

重
度
障
が
い
の
あ
る
人
な
ど

　
　
　

を
対
象
と
す
る
日
常
生
活
用

具
給
付
等
事
業
の
給
付
基
準
額
の
見

直
し
は
。

　
　
　
こ
の
事
業
が
開
始
さ
れ
た
平

　
　
　
成
18
年
以
降
見
直
し
を
行
っ

て
い
な
か
っ
た
。
対
象
と
な
る
日
常

生
活
用
具
の
価
格
も
上
昇
傾
向
な
の

で
見
直
す
必
要
が
あ
る
。

　
　
　

オ
ス
ト
メ
イ
ト
社
会
適
応
訓

　
　
　

練
事
業
と
各
障
が
い
者
団
体

の
活
動
等
の
周
知
は
。

　
　
　
当
該
事
業
に
つ
い
て
は
ホ
ー

　
　
　
ム
ペ
ー
ジ
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
で

情
報
発
信
し
、
日
常
生
活
用
具
給
付

決
定
の
通
知
文
書
に
同
封
す
る
。
障

が
い
者
団
体
に
つ
い
て
は
、
会
員

募
集
や
イ
ベ
ン
ト
等
の
周
知
依
頼
が

あ
っ
た
際
、
対
象
者
に
個
別
に
情
報

発
信
し
て
い
る
。

鎮
魂
の
庭
は

　
　
　

鎮
魂
の
庭
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

　
　
　

進
ち
ょ
く
は
。

　
　
　
総
工
費
は
５
～
７
億
円
と
想

　
　
　
定
さ
れ
、
１
億
円
が
集
ま
り

次
第
着
工
す
る
と
さ
れ
て
い
る
。
整

備
を
担
う
日
本
庭
園
芸
術
協
会
で
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
寄
付
を
募
っ
て

い
る
。
本
市
で
は
企
業
版
ふ
る
さ
と

納
税
で
募
集
し
て
い
る
が
、
現
在
の

寄
付
額
は
６
０
０
万
円
と
な
っ
て
い

る
。

ス
ト
ー
マ
装
具
災
害
預
託
は

　

来
年
度
か
ら
の
開
始
を
目
指
す

こちらから視聴できます

　
　
　

高
田
松
原
津
波
復
興
祈
念
公

　
　
　

園
へ
の
来
訪
者
の
推
移
は
ど

う
か
。

　
　
　
昨
年
４
月
か
ら
10
月
末
ま
で

　
　
　
で
、
前
年
同
期
比
95
・
８
％

と
な
っ
て
い
る
。

　
　
　

観
光
や
環
境
、
そ
し
て
防
災

　
　
　

の
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
た
「
海

と
共
に
生
き
る
ま
ち
」
を
市
民
と
共

に
考
え
て
は
ど
う
か
。

　
　
　
い
ず
れ
も
本
市
の
ま
ち
づ
く

　
　
　
り
を
進
め
る
上
で
互
い
に
相

乗
効
果
を
生
み
出
す
重
要
な
柱
。
こ

れ
を
三
位
一
体
と
し
て
推
進
す
る
こ

と
が
本
市
の
強
み
を
最
大
限
に
生
か

し
た
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
に
つ

な
が
る
と
思
っ
て
い
る
。

　
　
　

気
仙
小
学
校
が
あ
る
山
に
、

　
　
　

避
難
先
を
示
す
大
き
な
看
板

の
設
置
は
。

　
　
　
今
後
、
可
能
か
検
討
す
る
。

高
齢
化
社
会
問
題
は

　
　
　

被
災
者
の
見
守
り
制
度
が
本

　
　
　

年
度
で
終
了
と
な
る
が
、
来

年
度
以
降
の
高
齢
者
に
対
す
る
「
心

の
復
興
」
支
援
は
ど
う
か
。

　
　
　
見
守
り
事
業
が
継
続
し
て
い

　
　
　
け
る
よ
う
、
国
へ
要
望
し
て

い
る
。

　
　
　

市
民
が
元
気
に
暮
ら
す
た
め

　
　
　

の
施
策
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

　
　
　
高
齢
化
率
41
・
９
％
の
本
市

　
　
　
は
、「
は
ま
っ
て
け
ら
い　
か

だ
っ
て
け
ら
い
ん
」
運
動
な
ど
を
推

進
し
て
健
康
寿
命
の
延
伸
を
目
指
し

た
い
。

今
後
の
ま
ち
づ
く
り
は

　

観
光
と
環
境
、
防
災
の

　
　
　
　
　
　

三
位
一
体
で

こちらから視聴できます

　
　
　

全
国
的
に
養
殖
カ
キ
の
へ
い

　
　
　

死
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

市
内
の
実
態
は
ど
う
か
。

　
　
　
県
の
調
査
で
、
出
荷
時
の
養

　
　
　
殖
カ
キ
生
残
率
は
30
％
か
ら

70
％
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
　

本
市
の
養
殖
漁
業
の
被
害
は

　
　
　

災
害
並
み
の
事
態
で
あ
り
、

水
産
業
に
と
っ
て
死
活
問
題
と
な
っ

て
い
る
。
国
の
交
付
金
に
留
ま
ら
ず
、

燃
油
高
騰
や
貝
毒
検
査
費
用
の
負
担

な
ど
、
本
市
独
自
の
直
接
支
援
は
ど

う
か
。

　
　
　
本
市
の
漁
業
が
自
然
環
境
や

　
　
　
社
会
情
勢
の
変
化
に
さ
ら
さ

れ
て
い
る
こ
と
は
重
く
受
け
止
め
て

い
る
。
追
加
的
な
支
援
策
は
県
や
漁

協
と
協
議
し
検
討
を
進
め
て
い
く
。

保
育
料
無
償
化
は

　
　
　

現
在
、
本
市
の
保
育
料
は
第

　
　
　

１
子
の
３
歳
未
満
児
だ
け
が

保
護
者
負
担
と
な
っ
て
い
る
。
早
急

に
完
全
無
償
化
で
き
な
い
か
。

　
　
　
財
政
面
だ
け
で
は
な
く
、
保

　
　
　
育
士
の
確
保
が
必
要
と
考
え

る
。

　
　
　

小
中
高
入
学
時
の
子
育
て
応

　
　
　

援
ク
ー
ポ
ン
券
の
増
額
は
ど

う
か
。

　
　
　
国
の
物
価
高
騰
対
策
を
注
視

　
　
　
し
、
引
き
続
き
検
討
す
る
。

　
　
　

育
児
家
族
の
レ
ス
パ
イ
ト
ケ

　
　
　

ア
支
援
の
今
後
の
改
善
は
ど

う
か
。

　
　
　
在
宅
の
医
療
的
ケ
ア
児
を
対

　
　
　
象
に
訪
問
看
護
師
派
遣
の
レ

ス
パ
イ
ト
事
業
の
来
年
度
実
施
に
向

け
検
討
を
進
め
て
い
る
。

カ
キ
の
へ
い
死
に
支
援
は

　

県
や
漁
協
と
協
議
し
検
討
す
る

こちらから視聴できます

　
　
　

復
興
事
業
に
よ
る
移
転
元
地

　
　
　

の
事
業
残
土
は
、
放
置
す
れ

ば
負
の
遺
産
と
な
る
。
対
応
が
必
要

で
は
。

　
　
　
残
土
活
用
と
移
転
元
地
の
利

　
　
　
活
用
は
、
産
業
振
興
や
企
業

立
地
の
担
当
課
と
連
携
し
な
が
ら
可

能
性
を
検
討
し
た
い
。

　
　
　

市
が
数
億
円
の
交
付
金
を
活

　
　
　

用
し
て
宮
城
県
境
に
取
得
し

た
公
有
地
は
、
放
置
す
れ
ば
山
林
と

化
す
。
市
は
、
利
活
用
に
つ
い
て
責

任
が
あ
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

　
　
　
本
市
が
太
平
洋
セ
メ
ン
ト
株

　
　
　
式
会
社
か
ら
取
得
し
た
福
伏

鉱
山
跡
地
に
つ
い
て
は
、
復
興
事
業

に
係
る
土
砂
の
仮
置
き
場
と
し
て
活

用
し
て
き
た
。
今
後
は
公
共
的
な
活

用
の
可
能
性
等
を
踏
ま
え
な
が
ら
、

公
有
地
の
適
正
な
管
理
と
有
効
活
用

に
努
め
た
い
。

復
興
の
先
に
は
何
が

　
　
　

市
長
が
選
挙
時
に
掲
げ
た

　
　
　

「
復
興
の
先
」
は
ど
の
よ
う

な
も
の
か
。

　
　
　
私
の
思
い
と
し
て
は
、「
復

　
　
　
興
の
先
」
は
「
未
来
、
あ
る

い
は
将
来
へ
の
希
望
」。「
陸
前
高
田

市
の
将
来
を
担
う
世
代
、
こ
ど
も
、

若
者
の
た
め
の
支
援
を
も
っ
と
積
極

的
に
行
う
こ
と
」。
あ
る
い
は
「
将

来
に
わ
た
っ
て
陸
前
高
田
市
が
発
展

出
来
る
よ
う
に
、
新
た
な
種
を
ま
く

こ
と
」
と
考
え
て
い
る
。

残
土
置
き
場
の
利
活
用
は

　

産
業
振
興
や
企
業
立
地
で
検
討

こちらから視聴できます

最盛期を迎えたカキの出荷作業

（米崎町）

移転元地の残土（長部川右岸）　誰もがわかる避難先看板の設置を

オストメイトトイレが整備

されたユニバーサルトイレ

（市役所）
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公
約
に
掲
げ
た
大
学
誘
致
に

　
　
　

関
し
、
市
長
は
10
月
の
記
者

懇
談
会
で
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
な
ど

で
市
外
の
大
学
生
を
市
内
に
呼
び
寄

せ
る
こ
と
で
公
約
を
達
成
し
た
と
理

解
し
て
い
る
と
い
う
趣
旨
の
発
言
を

し
た
よ
う
だ
が
、
そ
の
真
意
は
。

　
　
　
私
の
一
方
的
な
思
い
を
発
言

　
　
　
し
て
し
ま
い
、
誠
に
申
し
訳

な
か
っ
た
と
思
っ
て
お
り
、
い
っ
た

ん
取
り
消
し
た
い
。

　
　
　

当
時
の
選
挙
公
報
に
は
「
陸

　
　
　

前
高
田
に
大
学
を
誘
致
す

る
」
と
あ
り
、
市
民
は
「
大
学
を
建

て
る
こ
と
」
が
誘
致
と
捉
え
て
い
る

と
思
う
。
市
長
の
受
け
止
め
は
。

　
　
　
市
民
に
は
そ
う
い
っ
た
意
見

　
　
　
が
あ
る
と
思
う
。
今
考
え
る

と
選
挙
時
に
、
細
か
い
こ
と
ま
で
説

明
で
き
な
か
っ
た
。
今
後
と
も
丁
寧

に
説
明
し
た
い
。

生
活
支
援
員
の
継
続
は

　
　
　

生
活
支
援
相
談
員
の
活
動
が

　
　
　

今
年
度
で
中
止
さ
れ
る
の
で

は
と
危
惧
し
て
い
る
。
市
の
考
え
は
。

　
　
　
市
で
は
国
事
業
を
活
用
し
、

　
　
　
相
談
支
援
事
業
の
来
年
度
実

施
を
検
討
し
て
い
る
。

本
丸
公
園
の
整
備
は

　
　
　

本
丸
公
園
か
ら
指
定
避
難
所

　
　
　

へ
の
避
難
路
は
草
木
が
繁
茂

し
て
い
る
。
早
急
な
対
策
は
。　
　

　
　
　
今
後
も
市
民
が
安
全
に
、
安

　
　
　
心
し
て
利
用
で
き
る
よ
う
維

持
管
理
に
努
め
て
い
き
た
い
。

大
学
誘
致
の
公
約
は

　

「
達
成
」
を
い
っ
た
ん
取
り
消
す

こちらから視聴できます

　
　
　

上
水
道
の
未
給
水
地
区
解
消

　
　
　

に
向
け
た
施
設
整
備
の
見
通

し
は
ど
う
か
。

　
　
　
市
政
懇
談
会
な
ど
で
上
水
道

　
　
　
施
設
整
備
の
要
望
が
あ
る
。

そ
の
中
で
、
未
給
水
地
区
住
民
の
水

道
料
金
収
入
と
管
路
の
延
伸
や
拡
張
、

ポ
ン
プ
施
設
の
増
設
に
か
か
る
費
用

の
比
較
を
は
じ
め
、
今
後
の
施
設
更

新
へ
の
影
響
を
考
慮
す
る
と
、
将
来

的
な
水
道
料
金
の
大
幅
な
値
上
げ
が

避
け
ら
れ
な
い
こ
と
。
ま
た
、
新
規

増
設
工
事
費
が
必
要
と
な
り
、
既
存

の
更
新
工
事
費
縮
小
や
老
朽
管
更
新

の
遅
れ
が
懸
念
さ
れ
る
な
ど
、
水
道

事
業
の
運
営
に
大
き
な
リ
ス
ク
を
抱

え
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
以
上
の
施
設

整
備
は
原
則
行
わ
な
い
と
し
て
き
た

と
回
答
し
て
い
る
。

　
し
か
し
、
生
活
用
水
の
確
保
は
、

市
民
生
活
に
と
っ
て
重
要
な
イ
ン
フ

ラ
で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
、
未
給

水
地
区
の
住
民
が
行
う
施
設
整
備

に
対
し
、
飲
用
水
等
給
水
施
設
整

備
費
補
助
金
を
交
付
し
て
い
る
。
本

年
度
か
ら
限
度
額
を
80
万
円
か
ら

１
０
０
万
円
に
増
額
し
て
、
補
助
を

手
厚
く
拡
充
し
た
。

　
　
　

補
助
金
は
増
額
し
た
も
の

　
　
　

の
、
市
と
し
て
は
整
備
し
な

い
と
聞
こ
え
る
が
、
工
事
費
の
見
込

み
額
は
ど
の
く
ら
い
か
。

　
　
　
横
田
町
内
に
限
っ
て
試
算
し

　
　
　
た
結
果
、
約
20
億
円
と
な
っ

て
い
る
。

未
給
水
地
区
の
解
消
は

　

新
施
設
整
備
は
原
則
行
わ
な
い

菅
かん

 野
の

 広
ひろ

 紀
き

こちらから視聴できます

　
　
　

５
年
間
に
わ
た
り
、
温
室
効

　
　
　

果
ガ
ス
排
出
削
減
に
取
り
組

む
「
脱
炭
素
先
行
地
域
計
画
」
の
現

状
は
ど
う
か
。

　
　
　
物
価
高
騰
や
社
会
情
勢
に
よ

　
　
　
り
、
民
間
事
業
者
が
実
施
す

る
一
部
事
業
に
当
初
計
画
通
り
の
進

ち
ょ
く
が
難
し
く
な
っ
て
い
る
。

　
　
　

計
画
に
盛
り
込
ま
れ
て
い
る

　
　
　

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
導
入
促

進
事
業
助
成
制
度
の
活
用
が
進
ん
で

い
な
い
こ
と
が
報
じ
ら
れ
て
い
る
。

今
後
の
対
応
は
。

　
　
　
薪
ス
ト
ー
ブ
な
ど
の
設
置
に

　
　
　
つ
い
て
は
、
10
件
の
予
算
計

上
に
対
し
て
８
件
申
請
が
あ
っ
た
。

一
方
で
、
住
宅
用
太
陽
光
発
電
に

つ
い
て
は
40
件
の
予
算
計
上
に
対
し

て
、
20
件
の
申
請
だ
っ
た
。
次
年
度

は
、
積
極
的
な
周
知
と
、
よ
り
活
用

さ
れ
る
方
法
を
検
討
し
て
い
く
。

　
　
　

申
請
し
た
も
の
の
助
成
が
認

　
　
　

め
ら
れ
な
か
っ
た
事
例
は
あ

る
か
。

　
　
　
申
請
前
に
業
者
と
の
契
約
を

　
　
　
結
ん
で
い
た
こ
と
で
受
理
で

き
な
か
っ
た
事
例
が
あ
っ
た
。

ク
マ
対
策
は

　
　
　

ク
マ
出
没
時
の
学
校
へ
の
送

　
　
　

迎
支
援
に
対
す
る
考
え
は
ど

う
か
。

　
　
　
バ
ス
停
や
学
校
ま
で
の
送
迎

　
　
　
は
、
保
護
者
の
協
力
を
得
て

い
る
。
送
迎
が
困
難
な
家
庭
も
あ
る

こ
と
か
ら
、
タ
ク
シ
ー
な
ど
の
通
学

支
援
が
可
能
か
を
検
討
す
る
。

脱
炭
素
計
画
の
現
状
は

　

物
価
高
騰
で
一
部
に
遅
れ

こちらから視聴できます

　
　
　

保
育
料
の
完
全
無
償
化
は
、

　
　
　

財
政
面
で
の
問
題
と
い
う
よ

り
は
、
保
育
の
提
供
体
制
が
課
題
と

の
こ
と
だ
が
、
ま
ず
は
段
階
的
に
２

歳
児
か
ら
進
め
て
は
。

　
　
　
良
い
意
見
だ
と
受
け
止
め
て

　
　
　
い
る
。
２
歳
児
の
多
く
は
既

に
入
所
し
て
お
り
、
保
育
の
提
供
体

制
の
負
担
は
少
な
い
。

　
　
　

課
題
は
解
消
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　

後
は
政
治
決
断
で
進
め
ら
れ

な
い
か
。

　
　
　
検
討
す
る
時
間
が
必
要
だ
。

　
　
　

女
性
の
学
び
直
し
の
支
援
は
。

　
　
　
学
び
直
し
と
再
就
労
は
所
得

　
　
　
向
上
と
人
材
確
保
、
生
産
性

向
上
に
寄
与
す
る
と
認
識
し
て
い

る
。
性
別
に
限
ら
ず
資
格
取
得
支
援

事
業
を
行
っ
て
お
り
、
情
報
を
把
握

し
、
拡
充
を
検
討
す
る
。

夜
間
の
交
通
体
制
見
直
し
は

　
　
　

夜
間
の
経
済
活
性
化
に
向

　
　
　

け
、
運
転
代
行
業
の
支
援
に

向
け
た
検
討
は
。

　
　
　
現
行
交
通
で
対
応
可
能
と
考

　
　
　
え
て
い
る
。

　
　
　

移
動
需
要
に
対
応
し
て
い
る

　
　
　

と
は
言
い
難
い
。
ホ
テ
ル
建

設
も
あ
り
、
準
備
を
す
る
べ
き
で
は
。

　
　
　
夜
間
の
経
済
活
動
は
重
要
。

　
　
　
商
工
会
や
観
光
物
産
協
会
と

連
携
し
、
主
導
的
に
協
議
を
進
め
て

い
く
。

転
出
者
と
の
関
わ
り
は

　
　
　

本
市
か
ら
の
転
出
者
に
市
の

　
　
　

情
報
を
伝
え
る
な
ど
、
関
わ

り
を
続
け
る
工
夫
が
必
要
で
は
。　

　
　
　
有
意
義
と
認
識
し
て
お
り
、

　
　
　
実
務
負
担
や
他
の
事
例
・
国

制
度
も
踏
ま
え
、
速
や
か
に
検
討
を

進
め
る
。

保
育
料
の
段
階
的
無
償
化
は

　

検
討
す
る
時
間
が
必
要
だ

こちらから視聴できます

本丸公園へ向かう避難路

安定供給が課題の自家水源（横田町）
子育ての経済負担軽減へ

最大 80 万円を補助する

新エネルギー助成

藤
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木
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（とうほく未来創生）
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20

　
教
育
民
生
常
任
委
員
会
は
、
10
月
20
日
に
今

後
２
年
間
の
調
査
テ
ー
マ
に
つ
い
て
協
議
し
ま

し
た
。
そ
の
結
果
、
昨
年
９
月
に
委
員
会
発
議

に
よ
り
制
定
さ
れ
た
「
陸
前
高
田
市
こ
ど
も
基

本
条
例
」
を
基
盤
と
し
、
総
合
的
な
視
点
か
ら

政
策
提
言
に
つ
な
げ
て
い
く
た
め
、「
こ
ど
も

の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
の
向
上
」
を
調
査
テ
ー

マ
と
し
て
位
置
付
け
、
取
り
組
み
を
進
め
て
い

く
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
と
は
、
身
体
的
・
精
神

的
・
社
会
的
に
良
好
な
状
態
に
あ
る
こ
と
を
指

し
、
短
期
的
な
幸
福
感
に
と
ど
ま
ら
ず
、
生
き

が
い
や
人
生
の
意
義
と
い
っ
た
将
来
に
わ
た
る

持
続
的
な
幸
福
を
含
む
概
念
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
今
後
は
、
こ
ど
も
を
取
り
巻
く
環
境
を
幅

広
い
視
点
か
ら
捉
え
、
長
期
的
な
環
境
改
善
に

向
け
た
調
査
研
究
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
12
月
９
日
に
は
、
本
市
に
お
け
る
部
活
動
の

地
域
移
行
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
所
管
事
務

調
査
を
実
施
し
、
千
葉
達
教
育
次
長
、
吉
田
亜

矢
子
学
校
教
育
課
長
、
髙
橋
純
基
主
任
主
事
か

ら
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　
本
市
で
は
、
令
和
10
年
度
以
降
の
完
全
地
域

移
行
を
目
標
に
、
段
階
的
な
移
行
に
取
り
組
ん

で
お
り
、
先
行
し
て
移
行
が
可
能
な
種
目
か
ら

実
施
し
、
そ
の
成
果
と
課
題
を
検
証
し
て
い
く

考
え
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　
課
題
と
し
て
は
、
こ
ど
も
の
移
動
支
援
や
保

護
者
の
経
済
的
負
担
へ
の
支
援
、
ク
ラ
ブ
運
営

に
対
す
る
財
政
支
援
、
指
導
者
の
確
保
な
ど
に

つ
い
て
、
保
護
者
か
ら
懸
念
の
声
が
上
が
っ
て

い
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
調
査
を
踏
ま
え
、
他
市
事
例
の
把
握

や
保
護
者
と
の
意
見
交
換
な
ど
を
行
い
な
が

ら
、
課
題
整
理
に
向
け
た
検
討
を
進
め
て
い
く

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

教育民生

委 員 長　佐々木　良　麻

副委員長　大　坪　涼　子

小　林　　　卓

　福　田　利　喜

　及　川　修　一

所管事務調査

10
20

所管事務調査重点項目

（テーマ）について

12
9

本市における部活動地域移

行の現状と課題について

　
総
務
常
任
委
員
会
は
、
向
こ
う
２
年
間
の
調

査
テ
ー
マ
と
し
て
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
」

と
「
防
災
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
12
月
９
日
に
市
役
所
で
「
脱
炭
素
先

行
地
域
の
計
画
概
要
と
進
ち
ょ
く
状
況
」
に
つ

い
て
、
市
企
画
部
脱
炭
素
推
進
室
の
大
友
真
也

室
長
と
松
木
翔
係
長
か
ら
現
状
説
明
を
受
け
ま

し
た
。

　
「
脱
炭
素
先
行
地
域
」
と
は
、
農
漁
村
等
の

地
域
課
題
を
解
決
し
な
が
ら
脱
炭
素
の
取
り
組

み
を
進
め
る
地
域
の
こ
と
で
す
。
本
市
は
令
和

６
年
９
月
に
環
境
省
か
ら
選
定
を
受
け
ま
し
た
。

　
総
事
業
費
は
約
58
億
２
０
０
万
円
で
、
こ
の

う
ち
国
の
交
付
金
が
34
億
６
６
０
０
万
円
、
市

一
般
財
源
が
１
億
１
７
０
０
万
円
、
民
間
事
業

者
資
金
等
21
億
２
４
０
０
万
円
な
ど
で
、
本
市

が
出
資
し
て
い
る
陸
前
高
田
し
み
ん
エ
ネ
ル

ギ
ー
（
株
）
が
推
進
役
を
担
い
ま
す
。

　
現
在
、
津
波
被
災
跡
地
の
有
効
活
用
を
兼
ね

た
営
農
強
化
型
太
陽
光
発
電
と
し
て
ワ
タ
ミ

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ラ
ン
ド
で
ソ
ー
ラ
ー
シ
ェ
ア
リ

ン
グ
方
式
に
よ
る
醸
造
用
ブ
ド
ウ
栽
培
が
進
ん

で
い
る
ほ
か
、
同
じ
敷
地
内
で
家
庭
系
・
事
業

系
生
ご
み
や
下
水
汚
泥
を
処
理
す
る
メ
タ
ン
発

酵
バ
イ
オ
ガ
ス
発
電
に
向
け
た
実
証
試
験
中

で
、
そ
の
消
化
液
は
農
業
肥
料
に
活
用
さ
れ
ま

す
。

　
今
後
、
横
田
町
の
３
カ
所
で
小
水
力
発
電
が

行
わ
れ
る
予
定
に
な
っ
て
い
る
ほ
か
、
木
質
バ

イ
オ
マ
ス
事
業
と
し
て
新
設
ホ
テ
ル
に
薪
ボ

イ
ラ
ー
設
備
も
導
入
さ
れ
ま
す
。

　
今
後
の
課
題
は
市
民
の
理
解
や
協
力
の
ほ
か
、

電
気
保
安
人
材
の
育
成
な
ど
が
あ
り
、
委
員
会

と
し
て
も
現
地
調
査
や
視
察
な
ど
を
行
っ
て
い

く
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

総　務

任期中の調査テーマにつ

いて

委 員 長　藤　倉　泰　治

副委員長　佐々木　一　義

菅　野　広　紀

伊　藤　明　彦

鵜　浦　昌　也

　　

所管事務調査

11
25 管外行政視察について

11
28

会期中の所管事務調査に

ついて

12
9

脱炭素先行地域の計画概要

と進ちょく状況について

11
28

会期中の所管事務調査に

ついて

管外行政視察について

メタン発酵の実証実験

（ワタミオーガニックランド内）

　

調
査
テ
ー
マ
を
決
定

　

所
管
事
務
調
査

部活動地域移行について説明を受ける

「脱炭素先行地域」の説明を受ける

　

所
管
事
務
調
査
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常任委員会 /活動ほうこく

　
産
業
建
設
常
任
委
員
会
は
、
今
後
２
年
間
の

調
査
テ
ー
マ
と
し
て
「
産
業
と
観
光
の
振
興
に

つ
い
て
」
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
11
月

20
日
、
市
役
所
で
「
今
冬
の
カ
キ
出
荷
に
お
け

る
卵
巣
肥
大
症
の
影
響
に
つ
い
て
」
を
調
査
し

ま
し
た
。

　
本
委
員
会
は
、
こ
れ
ま
で
海
水
温
の
上
昇
な

ど
に
伴
う
水
産
業
へ
の
被
害
や
対
策
に
つ
い
て

調
査
し
て
き
ま
し
た
。
今
回
は
、
今
冬
の
カ
キ

出
荷
が
本
格
化
す
る
の
を
前
に
、
市
水
産
課
の

石
川
浩
課
長
と
中
川
健
司
係
長
か
ら
説
明
を
受

け
、
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

　
養
殖
カ
キ
の
へ
い
死
に
つ
い
て
、
大
船
渡
水

産
振
興
セ
ン
タ
ー
が
取
り
ま
と
め
た
広
田
・
小

友
・
米
崎
・
気
仙
各
町
の
漁
業
者
か
ら
の
聞
き

取
り
調
査
を
基
に
議
論
。
高
水
温
の
年
に
考
え

ら
れ
る
対
策
と
し
て
、
生
殖
能
力
を
抑
え
た
三

　

所
管
事
務
調
査

倍
体
カ
キ
の
導
入
や
２
年
で
の
出
荷
、
温
湯
駆

除
回
避
な
ど
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
生
産
現
場
へ
足
を
運
び
、
今
冬
の

状
況
も
踏
ま
え
て
引
き
続
き
調
査
を
し
て
い
く

こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　
請
願
第
５
号
「
陸
前
高
田
市
景
観
条
例
」
の

見
直
し
に
つ
い
て
を
12
月
９
日
に
市
役
所
で
審

査
し
ま
し
た
。

　
平
成
30
年
に
制
定
さ
れ
た
景
観
条
例
に
つ
い

て
、
ソ
ー
ラ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
事
業
へ
の
支
障

や
社
会
情
勢
の
変
化
な
ど
を
理
由
に
全
面
的
見

直
し
を
求
め
る
内
容
で
し
た
。

　
審
査
で
は
、
請
願
者
か
ら
の
趣
旨
説
明
と
紹

介
議
員
か
ら
の
補
足
説
明
の
後
、
市
担
当
課
と

質
疑
を
交
わ
し
ま
し
た
。

　
委
員
か
ら
は
、
請
願
内
容
が
当
局
の
方
針
と

一
致
す
る
こ
と
、
事
業
が
景
観
審
議
会
で
承
認

産業建設

委 員 長　菅　野　秀一郎

副委員長　伊　勢　　　純

　　　　　木　村　　　聡

大和田　加代子

中　野　貴　徳

大　坂　　　俊

12
9

所管事務調査

請願第５号

「陸前高田市景観条例」の

見直しについて

10
20

任期中の調査テーマにつ

いて

請願審査

後
に
実
施
さ
れ
て
お
り
、
請
願
者
の
危
惧
に
は

当
た
ら
な
い
こ
と
な
ど
に
意
見
が
分
か
れ
た
た

め
、
起
立
採
決
の
結
果
、
賛
成
少
数
で
不
採
択

と
し
ま
し
た
。（
４
ペ
ー
ジ
参
照
）

11
20

11
28

今冬のカキ出荷に

おける卵巣肥大症

の影響について

●
傍
聴
し
て
ど
ん
な
こ
と
を
感

じ
ま
し
た
か
？

　
令
和
５
年
９
月
の
市
議
選
か
ら

２
年
余
り
が
経
過
し
ま
し
た
。
ま

た
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
15
年
に

な
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
が
、
７
年

度
で
震
災
復
興
事
業
も
終
わ
る
中
、

今
後
は
中
身
の
あ
る
市
政
に
肉
付

け
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
急
速
に
進
む
「
少
子
高
齢
化
」

は
本
市
だ
け
の
問
題
で
は
な
く
、

大
き
な
自
治
体
も
同
様
で
す
。
い

ず
れ
、
時
間
が
経
て
ば
解
決
す
る

と
い
う
問
題
で
は
な
く
、
本
市
独

自
の
特
色
あ
る
市
政
が
望
ま
れ
、

市
民
を
交
え
た
議
会
で
の
議
論
を

期
待
し
ま
す
。

　
特
に
、
こ
ど
も
た
ち
や
障
が
い

の
あ
る
人
た
ち
に
優
し
い
ま
ち

で
あ
っ
て
ほ
し
い
で
す
し
、
高
齢

者
が
参
加
し
や
す
い
催
し
を
増
や

し
て
も
ら
い
た
い
。

　
そ
の
ほ
か
、
本
市
の
七
夕
祭
り

は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、

三
陸
花
火
大
会
も
全
国
的
に
知
れ

渡
っ
て
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、

昨
年
は
花
火
大
会
が
運
営
の
不
手

際
で
中
止
に
な
っ
た
こ
と
は
残
念

で
な
り
ま
せ
ん
。
何
と
か
再
開
で

き
な
い
も
の
か
と
思
い
ま
す
。

　
気
候
も
温
暖
で
、
海
、
山
、
川

の
自
然
豊
か
な
宝
が
埋
も
れ
な
い

よ
う
、
元
気
な
ま
ち
を
目
指
し
て

ほ
し
い
。
何
を
す
る
に
も
「
先
立

つ
も
の
」
が
な
い
と
い
う
こ
と
で

は
前
進
で
き
ま
せ
ん
。
ヤ
ン
グ
パ

ワ
ー
で
の
地
域
創
生
を
願
い
ま
す
。

●
傍
聴
し
て
気
づ
い
た
こ
と
は
？

　
傍
聴
席
で
、
議
会
で
の
質
疑
応

答
が
聞
き
取
り
に
く
い
場
合
、
座

席
前
の
イ
ヤ
ホ
ン
差
し
込
み
口
が

利
用
で
き
ま
す
。
持
参
し
た
イ
ヤ

ホ
ン
を
通
し
て
き
れ
い
に
聞
く
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　
本
市
議
会
は
10
月
31
日
、
市
役

所
で
県
沿
岸
広
域
振
興
局
大
船
渡

各
セ
ン
タ
ー
所
長
等
と
情
報
交
換

会
を
行
い
ま
し
た
。
県
側
か
ら
は

本
年
度
の
施
策
推
進
方
針
の
内
容

が
示
さ
れ
、
議
員
と
質
疑
を
交
わ

し
ま
し
た
。

　
振
興
局
か
ら
は
、
沖お
き
野の

智と
も
章あ
き
副

局
長
を
は
じ
め
、
各
セ
ン
タ
ー
所

長
ら
計
９
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
県
か
ら
本
年
度
の
気
仙
管
内
の

主
要
施
策
の
ほ
か
、
い
わ
て
県
民

計
画
の
重
要
課
題
解
決
に
向
け
、

人
口
減
少
対
策
や
産
業
支
援
な
ど
、

多
岐
に
わ
た
る
内
容
の
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。

　
具
体
的
に
は
、漁
業
面
で
は「
い

わ
て
三
陸
海
洋
環
境
変
化
対
応
型

養
殖
推
進
事
業
」
を
新
規
に
展
開
。

高
水
温
に
対
応
し
た
ホ
タ
テ
養
殖

モ
デ
ル
の
ほ
か
、
生
殖
機
能
を
抑

え
た
三
倍
体
マ
ガ
キ
を
利
用
し
た

養
殖
モ
デ
ル
を
構
築
す
る
方
向
性

が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
ク
マ
対
策
と
し
て
は
、

電
気
柵
や
セ
ン
サ
ー
カ
メ
ラ
の
市

町
村
貸
与
、
狩
猟
免
許
更
新
試
験

や
、
狩
猟
者
登
録
の
際
の
事
故
防

止
研
修
会
の
開
催
な
ど
を
予
算
化

し
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
そ
の
後
の
意
見
交
換
は
活
発
な

質
疑
が
行
わ
れ
、
地
域
が
抱
え
る

課
題
や
今
後
の
協
力
体
制
に
つ
い

て
議
員
か
ら
率
直
な
声
が
上
が
り

ま
し
た
。

　
そ
の
中
で
、
観
光
資
源
と
し
て

の
価
値
向
上
が
期
待
さ
れ
る
「
み

ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
」
の
環
境

整
備
、
高
田
松
原
の
植
栽
や
維
持

管
理
に
向
け
た
支
援
な
ど
が
話
題

沿
岸
広
域
局
大
船
渡
各
セ
ン
タ
ー
所
長
等
と
の
情
報
交
換
会

一
般
質
問
を
傍
聴
し
た

感
想
を
伺
い
ま
し
た
。

に
な
る

な
ど
、

県
と
市

が
連
携

し
て
取

り
組
む

べ
き
方

向
性
を

共
有
す

る
有
意

義
な
場

と
な
り

ま
し
た
。

　

請
願
審
査

菊
きく

 池
ち

 榮
えい

 一
いち

 さん

高田町在住　79 才

傍
聴
者
の

声

沖野副局長から説明を受ける

カキの現状について説明を受ける
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岩
手
県
市
議
会
議
長
会
は
11
月
19

日
、
盛
岡
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
で
令
和

７
年
度
研
修
会
を
開
き
ま
し
た
。
県

内
14
市
の
市
議
会
議
員
が
一
堂
に
会

し
、
講
話
を
通
じ
て
故
郷
の
魅
力
を

再
発
見
し
た
ほ
か
、
議
員
の
役
割
に

つ
い
て
再
認
識
し
ま
し
た
。

　
第
一
部
は
「
移
住
し
て
発
見
し
た

岩
手
の
魅
力
。
三
本
柱
で
幸
福
感
、

あ
る
と
思
い
ま
す
！
」
と
題
し
、
い

わ
て
応
援
芸
人
の
天て
ん
津し
ん
木き

村む
ら
氏
が
講

演
し
ま
し
た
。

　
木
村
氏
は
、
自
然
が
豊
か
、
食
べ

物
が
お
い
し
い
、
人
が
温
か
い
と
い

う
、
三
本
柱
の
「
田
舎
の
魅
力
」
が
、

移
住
前
に
抱
い
て
い
た
感
覚
を
は
る

か
に
上
回
り
、
三
本
柱
の
一
つ
一
つ

が
想
像
以
上
に
太
く
感
じ
ら
れ
た
な

ど
と
体
験
談
に
触
れ
な
が
ら
岩
手
の

魅
力
に
つ
い
て
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
て

話
し
ま
し
た
。

　

第
二
部
は
「
人
口
流
出
が
止
ま

ら
な
い
本
当
の
理
由
と
議
会
の
役

割
」
を
テ
ー
マ
に
、
一
般
社
団
法
人

　

県
市
議
会
議
長
会
研
修

　
気
仙
沼
市
と
一
関
市
、
本
市
の

３
市
議
会
に
よ
る
議
員
研
修
会
は

11
月
21
日
、
気
仙
沼
市
役
所
魚
市

場
前
庁
舎
で
行
い
ま
し
た
。

　
研
修
会
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野

で
深
い
関
わ
り
を
持
つ
県
際
３
市

の
市
議
会
議
員
が
、
相
互
に
交
流

し
な
が
ら
共
に
学
び
、
地
域
の
発

展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に
毎

年
の
よ
う
に
開
い
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、「
気
仙
沼
市
の
ふ
る
さ

と
納
税
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
」

と
題
し
、
け
せ
ん
ぬ
ま
創
生
戦
略

室
室
長
補
佐
兼
ふ
る
さ
と
納
税
係

長
の
尾お

形が
た
庄し
ょ
う

衛え
い
氏
が
講
話
し
ま
し

た
。

　
尾
形
氏
は
、
寄
付
額
が
令
和
６

年
度
ま
で
３
年
連
続
東
北
１
位

と
な
り
、
昨
年
１
年
間
だ
け
で

１
２
１
億
円
と
な
っ
た
取
り
組
み

に
つ
い
て
説
明
。
返
礼
品
の
取
扱

事
業
者
と
返
礼
品
の
数
を
増
や
す

た
め
、
自
ら
現
場
に
足
を
運
び
、

実
績
を
伸
ば
し
た
こ
と
を
強
調
し

ま
し
た
。

　
ま
た
、
利
用
者
に
と
っ
て
申
し

込
み
の
窓
口
は
多
い
方
が
い
い
と

考
え
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
寄

付
受
付
窓
口
サ
イ
ト
数
を
増
や
し
、

着
実
に
成
果
を
上
げ
て
き
た
こ
と

を
示
し
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
、
寄
付
金
は
経
常
経

費
に
せ
ず
、「
未
来
へ
の
投
資
」
と

し
て
今
後
10
年
間
に
わ
た
り
人
口

減
少
対
策
や
教
育
、
産
業
の
３
つ

を
パ
ッ
ケ
ー
ジ
化
し
た
事
業
展
開

に
つ
い
て
説
明
。
そ
れ
ぞ
れ
の
使

途
を
明
確
化
す
る
こ
と
で
、
寄
付

者
と
市
民
の
双
方
に
透
明
性
の
あ

る
取
り
組
み
と
し
て
い
る
状
況
が

話
さ
れ
ま
し
た
。

　
ふ
る
さ
と
納
税
寄
付
制
度
に
つ

い
て
、
示
唆
に
富
む
内
容
に
感
心

さ
せ
ら
れ
た
研
修
と
な
り
ま
し
た
。

m
aniken

代
表
理
事
の
中な
か

村む
ら

健け
ん

氏
が
講
演
し
ま
し
た
。

　
中
村
氏
は
、
行
政
が
予
算
主
義

に
な
る
こ
と
で
前
例
踏
襲
が
起
こ

り
や
す
く
、
事
業
の
優
先
順
位
づ

け
が
困
難
に
な
る
こ
と
を
指
摘
。

そ
の
上
で
、
議
会
の
役
割
は
「
本

当
に
必
要
な
の
か
を
探
究
す
る
こ

と
」
と
説
明
し
、
議
員
が
質
的
変

化
の
チ
ェ
ッ
ク
に
取
り
組
む
重
要

性
に
つ
い
て
強
調
し
ま
し
た
。

　
市
議
会
は
、
本
市
産
業
ま
つ

り
に
出
展
し
ま
し
た
。

　
産
業
ま
つ
り
は
、
10
月
25
、

26
日
の
２
日
間
に
わ
た
り
開
催

さ
れ
、
２
日
目
は
あ
い
に
く
小

雨
と
な
り
ま
し
た
が
、
多
く
の

方
が
市
議
会
の
ブ
ー
ス
に
来
訪

さ
れ
ま
し
た
。

　
ブ
ー
ス
に
は
、
選
挙
啓
発
の

た
め
の
写
真
撮
影
コ
ー
ナ
ー
に

加
え
、
気
に
な
る
話
題
に
つ
い

て
市
民
の
声
を
届
け
て
も
ら
う

シ
ー
ル
投
票
や
気
軽
に
意
見

交
換
で
き
る
よ
う
に
議
会
と

お
茶
っ
こ
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
ま

し
た
。

　
ふ
る
さ
と
納
税
の
活
用
方
法

を
問
う
シ
ー
ル
投
票
で
は
、
こ

ど
も
支
援
、
産
業
振
興
や
雇
用

へ
の
要
望
が
多
く
出
さ
れ
ま
し

た
。

　
ま
た
、
高
校
再
編
を
た
ず
ね

る
投
票
で
は
高
田
高
校
の
海
洋

コ
ー
ス
を
残
し
て
ほ
し
い
40
人
、

残
さ
な
く
と
も
よ
い
１
人
と
い

う
結
果
に
な
り
ま
し
た
。

　
皆
様
か
ら
の
ご
意
見
は
、
今

後
そ
れ
ぞ
れ
の
議
員
活
動
に
い

か
し
て
い
き
ま
す
。

　
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

県
内
14
市
の
議
員
が
一
堂
に
会
し
研
修

講演する中村氏

　

県
際
３
市
議
会
議
員
交
流
会

ふ
る
さ
と
納
税
東
北
１
位
気
仙
沼
市
に
学
ぶ

気仙沼市からふるさと納税の

取り組みを聞く

産業まつりの来場者に聞きました産業まつりの来場者に聞きました

市 民 の 声 『シール投票』あなたは

どう思う？

選挙看板風の
顔出しパネル

気軽な意見交換
の

場となった議会
と

お茶っこコーナ
ー

「う～ん選ぶって
難しい」結構悩
んだシール投票

ふるさと納税の
使い

みちを問うシー
ル投票

議会ニュース 議会ニュース

りくぜんたかた市議会だより　No.135 16りくぜんたかた市議会だより　No.13517



　市内各地で行われた悪魔祓い行事。議会

だより編集小委員会では米崎町脇の沢地区

と横田町第４区を取材してきました。

○の中にはどんな漢字が入るでしょうか？

りくぜんたかた市議会だより第135号の表紙は

〇〇町の黄金山水天宮虎舞会です。

クイズの答え、住所、氏名、年齢、電話番号を記入の上、ハガキ、FAX、メールのいずれかで応募

してください。また市議会だよりを読んだ感想、市議会への意見・要望などを必ず記入してください。

正解者の中から抽選で５人の方に粗品をお送りします。（当選者の発表は発送をもって代えさせて

いただきます。）※いただいた意見要望等は次回の市議会だよりに掲載することがあります。

〒 029-2292　陸前高田市高田町字下和野 100　陸前高田市議会事務局 宛

ＦＡＸ 0192-53-1210　ＭＡＩＬ こちらのメール送信フォームをご利用ください。

令和８年２月13 日（当日消印有効）

応
募
方
法

○の中にはどんなひらがなが入るでしょうか？

議会だより第 134 号クイズの答え

こども

あて先

しめきり

answer

　以前クイズのハガキ
に鳴石団地の階段の件
を書きました。だいぶ
たって、そこを視察し
たと議会だよりに載っ
たので、一人の意見も
ちゃんと届いていると
実感しました。　

（高田町女性　80代）

　こども条例いいと思
います。でも子どもの数
がどんどん少なくなっ
て、将来の陸前高田市は
どうなるのかと不安で
す。若い人が定着して、
働けて安心して子育て
できる市にして下さい。

（高田町女性　60代）

　議員さんの通信簿や活動
報告会をお願いします。

（広田町女性　40代）

　企業のリクルートペー
ジによくある「先輩社員
の1日」の陸前高田市議会
議員バージョンが見てみ
たいです。

（高田町男性　30代）

◎
陸
前
高
田
市
過
疎
地
域
持
続
的

発
展
計
画
（
素
案
）
に
係
る
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
実
施
に
つ
い
て

◎
水
道
事
業
経
営
戦
略
の
改
定
に

つ
い
て

◎
令
和
７
年
度
陸
前
高
田
市
津
波

避
難
等
訓
練
の
実
施
に
つ
い
て

◎
青
森
県
東
方
沖
地
震
に
よ
る
津

波
警
報
及
び
北
海
道
・
三
陸
沖
後

発
地
震
注
意
情
報
へ
の
対
応
状
況

に
つ
い
て

　
令
和
７
年
10
月
以
降
に
市
当
局
か

ら
提
出
さ
れ
た
案
件
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

 

● 

10
月
20
日

 

● 

12
月
12
日

全
員
協
議
会

　
関
東
周
辺
の
本
市
出
身
者
ら
で
組

織
す
る
在
京
陸
前
高
田
人
会
の
第
37

回
ふ
る
さ
と
の
つ
ど
い
は
11
月
23
日
、

東
京
都
上
野
の
東
天
紅
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
ス
テ
ー
ジ
で
は
お
楽
し
み
抽

選
会
や
歌
謡
シ
ョ
ー
が
賑
や
か
に
繰

り
広
げ
ら
れ
、
参
加
者
同
士
が
和
や

か
に
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

　
会
場
に
は
、
約
１
５
０
人
の
出
身

者
ら
が
駆
け
つ
け
、
本
市
か
ら
は
石

渡
史
浩
副
市
長
を
は
じ
め
、
市
議
会

の
及
川
修
一
議
長
ほ
か
議
員
４
人
、

伊
東
孝
商
工
会
長
ら
が
出
席
し
ま
し

た
。

　
開
会
式
で
、
在
京
人
会
の
新
し
い

会
長
に
就
任
し
た
及
川
志
郎
さ
ん

（
広
田
町
出
身
）
は
「
こ
の
会
は
、

昭
和
61
年
に
創
立
し
、
来
年
で
40
周

年
を
迎
え
ま
す
。
今
日
ま
で
続
け
て

こ
れ
た
の
は
諸
先
輩
方
の
尽
力
と
会

員
相
互
の
協
力
の
賜
物
。
本
日
は
ス

ク
リ
ー
ン
に
映
し
出
さ
れ
る
故
郷
の

懐
か
し
い
映
像
を
眺
め
な
が
ら
楽
し

い
ひ
と
時
を
」
と
あ
い
さ
つ
。

　
続
い
て
、（
株
）陸
前
高
田
ア
メ
イ

　

在
京
陸
前
高
田
人
会

ジ
ン
グ
ト
リ
ッ
プ
・
ビ
ュ
ー
ロ
ー

の
村
上
清
代
表
の
音
頭
で
乾
杯
。

懇
親
の
部
で
は
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
・
た
か
た
の
ゆ
め
ち
ゃ

ん
が
登
場
し
、
本
市
の
特
産
品
が

当
た
る
お
楽
し
み
抽
選
会
に
歓
声

が
上
が
り
ま
し
た
。

　
会
場
入
り
口
で
は
、
本
市
の
海

産
物
を
原
料
に
し
た
数
々
の
加
工

品
を
は
じ
め
、
が
ん
づ
き
や
ゆ
べ

し
と
い
っ
た
菓
子
類
な
ど
が
販
売

さ
れ
、
故
郷
か
ら
持
ち
込
ま
れ
た

特
産
品
が
完
売
す
る
人
気
を
集
め

て
い
ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
の
つ
ど
い

　
10
月
20
日
の
全
員
協
議
会
で

は
、
ワ
ー
ル
ド
シ
リ
ー
ズ
へ
臨
む

本
市
出
身
の
メ
ジ
ャ
ー
リ
ー
ガ
ー

佐
々
木
朗
希
選
手
を
応
援
し
よ
う

と
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
・
ド
ジ
ャ
ー

ス
の
チ
ー
ム
カ
ラ
ー
で
作
っ
た
応

援
ポ
ロ
シ
ャ
ツ
を
着
て
会
議
に
臨

み
ま
し
た
。

　
市
役
所
庁
舎
に
も
応
援
横
断
幕

が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の

日
は
議
会
か
ら
も
熱
い
エ
ー
ル
を

送
り
ま
し
た
。

議
会
か
ら
も

 

熱
い
エ
ー
ル
を
送
る

　滑止用砂袋を道路の脇々の方
にも置いて頂ければ助かります。

（広田町女性　70代）

　”国際化”はさけら
れない。出来る事は、
英語をより積極的に
活用、学習すること
かも知れない。

（高田町男性　50代）

表紙の写真

議会だよりとともに、YouTube をご覧
になりませんか。
一般質問など見比べも含め、皆さまのご
意見をお待ちしております。
※市ホームページ→市議会→音声中継

（YouTube 陸前高田市議会）をクリック
すると陸前高田市議会のチャンネルに移
動し視聴したい会議を選んでご覧いただ
けます。

配信のお知らせ

応援ポロシャツで会議に臨む

ふるさとの話題で盛り上がった

在京陸前高田人会

１
月
２
日

米
崎
町
脇
之
沢
獅
子
舞
組

議会ニュース 議会ニュース

答え

◎議会だよりクイズ

りくぜんたかた市議会だより　No.135 18りくぜんたかた市議会だより　No.13519

　市議会では、広くご意見をうかがうため、市民のみなさまへクイズを出しています。第 134 号の
クイズの答えとともに寄せられたご意見の一部を紹介します。

議 会 市 民と の交流コーナー



　
寒
中
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す

　
早
い
も
の
で
、
新
し
い
年
も
半
月

程
が
過
ぎ
ま
し
た
。
す
で
に
正
月
気

分
も
抜
け
、
日
常
に
戻
っ
た
こ
ろ
で

し
ょ
う
か
。

　
寒
が
明
け
、
虫
た
ち
が
動
き
出
す

と
東
日
本
大
震
災
か
ら
15
年
を
迎
え

ま
す
。
誰
に
も
平
等
に
与
え
ら
れ
た

こ
の
間
の
「
時
」
で
す
が
、
そ
の
中

身
は
千
差
万
別
。
一
つ
と
し
て
同
じ

も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
し
、
一
人
ひ
と

り
の
行
動
の
結
果
と
し
て
今
の
ま
ち

が
あ
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　
　
今
日
と
い
う
日
は

　
　
二
度
と
来
な
い

　
　
二
度
と

　
　
来
な
い
日
が

　
　
毎
日
来
る

　
　
　
　
星
野
富
弘

　
　
　
　
「
今
日
と
い
う
日
」
よ
り

　
15
年
後
の
被
災
地
に
住
む
も
の
と

し
て
、
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
に
つ
い
て

語
り
合
い
ま
せ
ん
か
。
二
度
と
来
な

い
今
日
と
い
う
日
の
想
い
を
明
日
の

ま
ち
づ
く
り
に
い
か
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
。　
　
　
（
大
和
田
加
代
子
）

 2 日　行政視察（宮崎県門川町議会）/行政視察（千葉  
　　　県香取市議会、神崎町議会）
 4 日　赤い羽根共同募金活動
 7 日　行政視察（宮崎県串間市議会）
 8 日　議会だより編集小委員会
 9 日　市民と語る小委員会 /行政視察（茨城県ひたち 
　　　なか市議会）/行政視察（神奈川県大井町議会）
13 日　市スポーツ協会設立 70 周年記念式典式典（議長）
14 日　議会運営委員会 /議会だより編集小委員会
15 日　行政視察（鹿児島県市議会議長会）
17 日　行政視察（新潟県県十日町市議会）
20 日　全員協議会 /広聴広報特別委員会 /各常任委員
　　　会 /議会だより編集小委員会
21 日　戦没者追悼式
23 日　行政視察（高知県室戸市議会）
25 日～ 26 日　市産業まつり（議会ブース出展）
26 日　第 19 回横田あゆの里まつり（議長）
28 日　議会だより編集小委員会
29 日　いわての地域づくり道づくりを考える大会（議
　　　長）/行政視察（東京都大田区議会）
30 日　行政視察（千葉県袖ケ浦市議会）
31 日　市民と語る小委員会 /沿岸広域振興局大船渡各
　　　センター所長等との情報交換会

 6 日　市勢功労者表彰式 /議会だより編集小委員会 /　
　　　行政視察（石川県金沢市議会）
 7 日　行政視察（長野県伊那市議会）
 9 日　災害初期対応訓練 /秋季消防演習
12 日　市老人クラブ連合会芸能発表会（議長）
15 日　気仙芸術祭第 38 回美術展開会式（議長）
17 日　岩手・宮城県際市町議会議長会 要望活動（議長）
18 日　気仙地区議会議員協議会対県要望（正副議長）
19 日　岩手県市議会議長会議員研修会
20 日　全員協議会 /市民と語る小委員会 /産業建設常
　　　任委員会
21 日　陸前高田市議会・一関市議会・気仙沼市議会議
　　　員交流会
22 日　陸前高田市福祉大会（議長）/陸前高田商工会優
　　　良従業員表彰式（副議長）
23 日　在京陸前高田人会
25 日　議会運営委員会 /会派代表者会 /総務常任委員会
28 日　本会議 /全員協議会 /広聴広報特別委員会 /各
　　　常任委員会 /議会だより編集小委員会
29 日　奥州市市制施行 20 周年記念式典（議長）

 1 日　民生委員児童委員協議会臨時総会（副議長）
 2 日　本会議（一般質問）
 3 日　本会議（一般質問）
 4 日　本会議（一般質問）/予算等特別委員会
 5 日　予算等特別委員会
 8 日　総務・教育民生・産業建設常任委員会連合審査
　　　会 /議会だより編集小委員会
 9 日　各常任委員会
10 日　各小委員会
12 日　本会議 /全員協議会
15 日　議会だより編集小委員会
19 日　議会だより編集小委員会
22 日　総務常任委員会
23 日　市民と語る小委員会
25 日　議会だより編集小委員会
26 日　沿岸都市議会連絡会議対県要望（議長）

　菊池沙也加さん（37）は、高田町で３代続く製畳業を営む家

に生まれた生粋の高田っ子。約 10 年前に家業を継ぐことを決

心し、現在は竹駒町上壺にある仮設だった店舗でそのまま営業

を続けています。仕事と子育てを両立している３女１男のお母

さんにスポットを当てました。

★市内の団体や個人を紹介します。

◆菊池畳店
３.５代目 菊

きく

 池
ち

 沙
さ

也
や

加
か

 さん

がんばってますがんばってます！！！！

委 

員 

長　
福　
田　
利　
喜

副
委
員
長　
大
和
田　
加
代
子

委　
　
員　
佐
々
木　
良　
麻

　

 

同 　
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　家業を継ごうと
思ったのは、当時、
アルバイト先の店主
に相談をし、勧めら
れたというのもあり
ましたが、本来継ぐ
はずだった兄（勇輝
さん）を震災で亡く
し、自分と家業の将
来を考えて決断しま
した。そんな経緯も

あり兄が「3 代目」で、自分は「３. ５代目」と思っています。
　父（純一さん）のもと、仕事を覚え、日々製畳業に勤しんで
います。主に個人の畳の入れ替えが多いのですが、総じて畳の
需要自体が減り、市内の同業者も減る一方なので、不安もあり
ます。しかし、自分なりにイ草を使った小物雑貨を作ってイベ
ント等への出店、販売をすることや、他業種とつながりを持つ
ことで、畳の良さを広げたいと思っています。
　子育てについては、父母の力も借
りながらですが、育児を始めた 7 年
前より保育環境がだいぶ良くなって
いると思います。送り迎えは相変わ
らずたいへんですけど…。

　もっと市内のこども（人口）を増やす手立てをしっかりと考
えて欲しい。一番下の子の同級生が市内で 49 人しかいません。
自分のこどもだった頃と比べると、ちょっと寂しい。知恵やア
イディアを出し合い、陸前高田の将来に向けた考えをつくって
いってもらえることを願っています。

あ
と
が
き

議会へひとこと

★畳縁製ブックカバー
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議会の動き

　10 月 October

　11 月 November

　12 月 December


